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保育実習で学生は何を学んだか（Ⅱ）

What are the student learning outcomes 
through practical training at a childcare center? （Ⅱ）

保育科　尾崎 司

はじめに

　本研究は、「保育実習で学生は何を学んだか（Ⅰ）」（尾崎、2019c）の続編である。尾崎（2019c）では、
事後学習シート（尾崎2019a及び尾崎2019b参照）でSTEP１に記載されたエピソードを、テキストマイ
ニングを使って分析し、項目ごとの学びの特徴を明らかにした。また、自己評価とエピソードの関連で、
学びを促進するにはどのような点がポイントとなるかを俯瞰することができた。
　事後学習の授業では、STEP１でエピソードが記載されたシートを匿名のまま教室内でランダムに配付
しコメントをつける作業を３回おこない（STEP２）、その後シートを本人へ戻し、他者にコメントする・
される体験（STEP２）を通して、さらに気づいたことをSTEP３では記述している。
　そこで、本研究では事後学習シートのSTEP３に着目し、前回同様にテキストマイニングを使って、他
者評価を介しての自己評価が、どのような学びとなっているのかを検討したいと考えた。

１．研究目的 

　事後学習シートの中で、他者にコメントする・される体験を通して、さらに気づいたことを記述した
STEP３に着目し、テキストマイニングを使い、どのような学びが生起するのかを検討する。

２．研究方法

（１）ルーブリックを活用した事後学習　　

　授業（表１）では、ルーブリック（保育実習Ⅰ）の９つの評価項目に関して３回のシートに分け、全４
回実施した。STEP１では、各評価項目に対して学生が自己評価をおこない、なぜその評価項目に丸をつ
けたのかの根拠となるエピソードをシート（用紙）に記入した。STEP２では、エピソードが記載された
シートを匿名のまま教室内でランダムに配付しコメントをつける作業を３回おこなった。STEP３では、
シートを本人へ戻した後、他者にコメントする・される体験（STEP２）を通して、さらに気づいたこと
を記述した。STEP３の記述データは、Google フォームにも入力し事後課題として提出するように指示
しているため、本研究ではこれを活用して分析をおこなう。

表１．授業概要（保育実習Ⅰ）

１回 4 月 13 日 実習体験を振り返る⑴ シート１ ３回 4 月 27 日 実習体験を振り返る⑶ シート３

２回 4 月 20 日 実習体験を振り返る⑵ シート２ ４回 5 月 18 日 評価開示とまとめ

（２）分析方法

　保育実習Ⅰの履修者116名（保育科２年生）を対象に、テキストマニングによる分析を実施した。テキ
ストマイニングには、樋口耕一氏が開発したKH corderを使用し、STEP３の２項目、すなわち①仲間の
事例を読み、コメントしてみて、②仲間からのコメントを読んでみて、についての記述データを対象に、
シート毎に頻出語の分布を分析した。
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（３）対象者に関して

　対象は、2019年度保育実習Ⅰの履修者116名であるが、今回は３枚のシート（３回の授業）を通して総
合的に分析したかったので、３枚のシート内容を全てWeb入力した学生のみを対象とした。そのため、
欠席者や学生番号・氏名の未記入者、記入ミス、研究の未承諾はシート１枚のみでも対象から除外し、94
名が対象となった。したがって、116名のうち、94名の事例をテキストマイニングの分析対象とした。な
お、シート及びWeb入力に関しては、事前に手続きや教育・研究の使用に関する説明をおこない、かつ
Web入力の項目にも説明及び承諾欄を設け、その都度選択できるようにするなど、倫理的配慮をおこなっ
た。今回、シート②に関して承諾欄未記入の学生１名は対象から除外した。

３．結果と考察 

　KH corder の前処理を３枚のシートの「①仲間の事例を読み、コメントしてみて」と「②仲間からの
コメントを読んでみて」の２項目ごとに実施した。便宜上、シート１①をC１、シート２①をC２、シー
ト３①をC３とし、シート１②をR１、シート１②をR２、シート１②をR３と表記する。評価観点は、
シート１が「保育の専門性」、シート２が「子どもへの関心」、シート３「子どもとの関わり」である。前
処理の結果、例えば、C１では、総抽出語数12736、異なり語数875が抽出された。また、複合語につい
ては３回以上出現した21語を強制抽出した。強制抽出を指定した後、６回以上出現した語をリストにし
た（表３）。他の項目も表２の通り、同様の手続きをおこない、強制抽出を指定した後、６回以上出現し
た語をリストにした（表４〜８）。次に、集計単位を「段落」とし、最小出現数６、描画数60の条件で共
起ネットワークを作成し、作図にあたっては解釈のし易さから最小スパニングツリー描画とした（図１〜
６）。

表２．前処理の諸設定

①仲間の事例を読み、コメントしてみて ②仲間からのコメントを読んでみて

C１ C２ C３ R１ R２ R３

総抽出数 12736 12090 12750 11775 11675 11724

異なり語数 875 986 987 919 1021 1031

強制抽出（３回以上） 21 19 20 20 22 15

最小出現数/描画数 6/60 6/60 6/60 6/60 6/60 6/60

（１）「仲間の事例を読み、コメントしてみて」に関する分析

　抽出語リストおよび共起ネットワークの結果から、次のように解釈することができる。
【Ｃ１】（図１及び表３）では、《部分：共感》、《似る》、《学ぶ》、《自分》が特徴的である。《部分：共感》
では、似た部分や共感できる部分など自身の経験に照らして着目する記述が多く見られた。そうした部分
にふれることで、「私以外にも多くいて」というように自分だけではない状況に「安心」できている。《似
る》では似たような経験・場面・エピソードがあがっており、《学ぶ》では他者の事例（バリエーション、
子ども理解の仕方、仲間の視点、困った経験、保育者の言動・アドバイス・関わり方、自分では気づかな
かった気づき、自分の経験していないこと）から学んだとする記述があがっている。他の項目に比べ【Ｃ
１】で出現回数が際立っている出現語は、《自分》である。「自分はどうだったか」や「自分はまだ浅い・
甘い」という自己認識に関する記述、「自分では気づかなかった気づき」や「自分の経験していないこと」
を見出した記述、「自分だったら、どうするか？」や「自分だったら、こうする」という対処やアイディ
アを問う記述、「自分だけの悩みではない」という安心感の記述、「自分のことを振り返るきっかけ」になっ
たとする記述、「自分の課題も見えてきた」や「自分も頑張ろう」という課題へ取り組む意欲の記述など、
自分の経験と対比しつなげて考える記述がなされている。
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　次の記述は、コメントする行為がリフレクション（反射）となっていることを物語っている。自分と似
た体験を持つ他者は映し出された自分であり、それをメタ認知することができている。

似たような体験をしていた友だちが多くいました。そのため「自分だったらこうした」というコメ

ントは、その人へのアドバイスでありながら自分へのアドバイスにもなりました。また自分はしな

かったような体験をしていた人にコメントを書くと、未体験の事例についてもよく考えることがで

きて、次の実習や、現場に出た時にも思い返せると思いました。色々なエピソードについて想像し

て自分だったらどうするか考えることができて勉強になりました。

　【Ｃ２】（図２及び表４）では、《改めて》と《事例》に着目した。《改めて》では「改めて〜振り返るこ
とができた・感じた・思った・思い出す・知ることができた・保育って面白いなと思えた」というよう
に、コメントする行為によって、これまで授業などで学んできたことや保育に対する漠然とした認識を再
認識することが促進されている。《事例》に関しては、【Ｃ１】が自分の経験とのつながりによって浮かび
上がっているのに対し、【Ｃ２】では読んだ後の事例の読み取りに力点が置かれている記述が多い。
　次の記述では、事例を読んだ後に自問が生まれ、内省につながっている。

（前略）１人の方の事例に、水滴をふいたら子どもが「魔法みたい！」と言っていて素敵だったとあ

りました。それを読んだ時、私は子どもの言葉を聞き取り、素敵だなと思うことがあっただろうか、

あまり子どもの言葉を意識して素敵な言葉を聞き取ることができなかったのではないだろうかと思

いました。私は子どもの行動から気持ちを読み取ったり寄り添ったりしてしまうことが多いような

ので、言葉にも気をつけようと思いました。

　次の記述では、感情移入して事例を疑似体験的に読んでいる様子がうかがえる。

みんなそれぞれ子どもの様子や保育者の援助の仕方を観察し、自分なりに考察していました。たく

さんのエピソードを見ることが出来て、色々な園で実習している気持ちになりました。このように、

エピソードを共有する事によってたくさんの事例に出会うことが出来るので、とても良い機会だと

思いました。

　次の記述のように、事例を読んだ後に自分の事例を照らし合わせ、概念の理解が進むケースもある。

前回と比べ、自分の思ったこと、考えたこと、伝えたいことを短く凝縮して書くことができたと思

います。個人的に、〈生活の連続性への理解〉エピソードの書き方がよくわからなかったのですが、

仲間の事例を読み、「このような感じで書けばよかったのか」とすっきりしました。 仲間の事例を読

んでから、自分の保育実習のことを改めて思い出してみると、当てはまる事例がありました。 ４歳

児男児が自衛隊ごっこをして遊んでいた時のこと。珍しい遊びだなと思い、日誌に記したところ、

担任の保育士から「最近、お家で自衛隊や防災についてのテレビを見て興味を持ったようで、園で

も夢中で話している姿が見られます」というコメントを頂きました。今振り返ると、これが〈生活

の連続性の理解〉 なのかと納得することができました。

　【Ｃ３】（図３及び表５）では、《遊び：遊ぶ：一緒に：気づく》と《自己紹介：作る》に着目してみた。
《遊び：遊ぶ：一緒に：気づく》では、コメントしてきたエピソードから事例を読み取るポイントや事象
の本質をつかもうとしている様子がうかがえる。
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　次の記述では、関与観察や立ち位置の重要性への気づきが述べられている。

友達の事例に「嫌なことを言われた」ことを、急に知らない人が来たからだと考えたとありました。

私だったら落ち込んでしまいそうですが、その方は冷静になぜなのかを考えていることがすごいと

思いました。子どもの１つ１つの言動がなぜそのようなことをするのか冷静に考えられるようにな

りたいと思いました。また、「本気で遊ぶことが大切」と気づいた方がいました。他にも「大人とし

て遊びに参加するのではない」と気づいている方もいて、それができていなかったと気づきました。

大人として外から子どもの遊びを見るのではなく、実際に子どもと一緒に本気で遊ぶことで子ども

の気持ちを感じたり遊びの魅力を感じたいです。

　次の記述では、コメントしながら「実習ならではの貴重な経験」として価値づける様子がうかがえる。

遊びの理解のエピソードでは、初めは分からなかったけど、実際に仲間に入ったり、子どもと関わっ

てみたことで、遊びの楽しさに気づいたという内容のものが多かったと感じました。そしてこれは子

どもと関わらないと気づけないことであり、実習ならではの貴重な経験だと思いました。今後の実習

でも子どもの世界を共有するという意味でも、子どもと深く関わっていきたいと思いました。（後略）

　次の記述は、コメントしてきたエピソードから子どもとの関係性の観点を読み取っている。

遊びのエピソードでは、子どもたちに直接これはどう？と提案するのではなく、自然と実習生が遊

んでいるケースが多かったです。子どもたちは、それに気づき「何それ？」「作りたい！やりたい！」

と自ら興味を示している子がいて、このように周りのことをどんどん自分のものにしているのだな

と思いました。また、子ども達がやりたいという意志を尊重している姿があって凄いなと思いまし

た。関わる魅力の発見では、人見知りの子にいきなりではなく少しずつ距離を縮めていくとその子

が近づいてきてくれるようになったと言っていて２人の関係が次第に変化することが面白いのだろ

うなと思った。

　《自己紹介：作る》では、自己紹介グッズや自己紹介ブック（クイズ形式）を事前に作り、関わるため
のきっかけづくりをしたエピソードに対するコメントがなされている。
　次の記述では、仲間の準備に刺激を受け、触発される様子がうかがえる。

砂場での関わりなど、具体的なエピソードが書かれていて、状況を想像しながら自分だったら…と

考えてコメントすることができました。印象的だったのが、関わる準備と実践のエピソードで、絵

本を10冊用意し、合わせた手遊びまで考えて実習に望んでいるという方のもので、私はそこまでで

きなかったなと振り返り、同時に仲間がこれほど準備をしていることに刺激を受けました。遊びの

理解では、絵本や手遊びでの繰り返しを楽しんでいることに対する理解の様子が読み取れ、私には

その視点がなく、その場面を日誌に取り上げたりしていなかったなと反省しましたが、それに気づ

くことができてよかったです。

（２）「仲間からのコメントを読んでみて」に関する分析

　抽出語リストおよび共起ネットワークの結果から、次のように解釈することができる。
　【Ｒ１】（図４及び表６）では、《自信》と《経験》に着目した。《自信》では、コメントされる体験によっ



45

教員養成教育推進室年報　第９号

て、「自信につながった」、「自信が持てた」、「嬉しい」、「自分の気づき等を褒めてくれた」、「エピソード
に感想・共感・アドバイスされた」という記述が多く見られた。また、「自分の学びが人から見ても次回
の実習に活かすことができる」や「自分の持っていた視点は間違いではなかったんだ」など、自分の振り
返りが他者に役立つことや承認されることをあげており、このような賞賛・承認の場は、通常の振り返り
の授業では、なかなか設定しづらいと言えよう。
　《経験》では、コメントされる体験によって経験の活かし方や経験の再認識が促進されることを、次の
２つの記述が物語っている。

コメントを読み、自分の経験した内容を読んで他の人が「自分はこう思った」「自分も同じような経

験をしたけれどこう感じた」と教えてくれることで、新たな気づきがあるのだと感じました。特に

No.57の方のコメントからは、お互いの経験した内容の同じこと、違うことをそれぞれ比べること

でそこから気がつくことや学ぶこともあるのだと感じました。また、No.78の方のように、「自分だっ

たら～します」と援助の仕方を書いてくれることで、自分の援助の参考になると思いました。

コミュニケーションの取り方を共感してくれる声が多くて嬉しかったです。間違いとかはないけど、

同じような考え方を持っている方がいて心強くなりました。子育て支援に関しては良い経験が出来

ていたのだと気付かされました。私にとってはある一つのエピソードであっても周りの人が見たら

羨ましいエピソードになるのだなと思い、何気ないエピソードでも大切にしたいと思いました。ま

た、同じ保育を学んでいるからこそのコメントの内容で、私の書いたエピソードから読みとって共

感や助言などを書いてくれて、すごくためになったし勇気づけられました。

　【Ｒ２】（図５及び表７）では、《視点》と《嬉しい：共感：意見》に着目した。《視点》では、コメント
される体験によって多様な視点が意識されている。
　次の記述では、コメントされる体験によって自分の視点へ意識を向けている。

自分が伝えたかったことを読み取っていただき、また共感を頂いたコメントにとても嬉しくなりま

した。様々な視点で保育や子どもの姿を観察できているというコメントも頂きました。嬉しいと感

じると共に、本当に自分の視点が正しく、子どもの姿を理解できているのだろうかと少し不安にな

りました。またあらためてコメントをふまえ、自分のコメントを読み直してみると、第三者視点で

みているように自分自身感じました。次の実習に向けて、あらためて実習録を見直すと共に、エピ

ソード等を保育者の視点、子どもの気持ち等多方向から考察すべきであると感じました。

　次の記述は、子どもたち同士の関わりを捉える視点を意識している。

製作の場面について、私はひとりひとりの子どもの姿に目を向け考察していたが、他の子どもとの

関わりに目を向けたコメントがあり、ひとりの姿だけでなくその活動から生まれる子どもたちの関

わりを捉えるといった視点はとても良いと思った。関わりについても目を向け、お互いにどのよう

に影響し合っているのか考察したいと思った。また子どもの発見を大切にし、感動に共感しながら

子ども自身がまた新たな発見をし、感動が味わえるような配慮が必要だとわかった。実習では様々

な子どもの姿をエピソードとして記録し考察することで、学びを深めていきたいと思った。

　次の記述では、自分が気づけなかった視点からコメントされる体験によって、内省が促進している。
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みんなが同じような体験の中で感じたこと、私が気づくことが出来なかった視点からのコメントを

してもらい、とても勉強になりました。子どもの世界の尊重のエピソードでは、私の気づきの他に

子どもがのびのびと遊びにとりかかれるようにするために、保育者の日常の支えが重要なのだと思っ

たというコメントをみて、私はそこまで気づかなかったのでとても勉強になりました。仲間からも

らったコメントを参考にして、より学びを深めていき、次の実習に生かしていきたいです。

　《嬉しい：共感：意見》では、ほとんどの記述が承認されることで嬉しさを感じ、意欲が湧いてくるこ
とを示している。次の記述も、実習中に心がけていたことを読み取られ共感的にコメントされたことが、
次の実習への意欲につながっている。

異年齢保育を経験した仲間が多く、「私も同じようなことがあった」と共感してくれるコメントがあ

り、嬉しく感じました。子どもへの関心のエピソードでは、実習中に心掛けていた、一人ひとりの

子どもの様子を深く観察することの成果が伝わっていることがわかり、自信にも繋がりました。ま

た、いろんな気付きができていることや、深い考察であることを褒めてもらうことができ、次の実

習でも「頑張ろう」という気持ちがより強まりました。（後略）

　次の記述でも、「認めてもらえる」から、「嬉しい」、そして「やる気」という流れが示されている。

自分の書いたエピソードに共感してくれながら他の園での取り組みについて教えてもらったり、他

の声掛けの方法についてアドバイスを貰ったりと大変勉強になりました。また自分の頑張りを人に

認めて貰えると嬉しくなりますし、次の実習へのやる気も湧いてきました。同じエピソードを他の

人と共有出来る機会は貴重な為、そこから得られる客観的な意見を大切にしたいと思いました。自

分の価値観のみで固まった保育にならないように、このような意見交換の場は大切だと思いました。

　【Ｒ３】（図６及び表８）では、《反省》、《視点》、《楽しい》に着目した。《反省》では、肯定的なコメン
トや指摘が、内省を促進させていることが分かる。
　次の記述は、受容的・共感的なコメントをされることで、反省の先に進めることを示している。

失敗したなと思っていたことも、仲間からの「大丈夫」「私もそうだった」という話が知れたことで、

反省だけで終わっていた感情が、「次がんばろう」という前向きな気持ちになりました。自分が「だ

めだ」と思っていても、仲間は自分のことを肯定してコメントをしてくれたので、心が救われました。

　次の記述は、仲間から指摘された点を自分の課題として受け止めた様子がうかがえる。

No.93さんからのコメント、とても考えるものがありました。確かに「もっと子どもたちとのやり

取りを見て場合に応じた援助」ができたら良かったのかなと、自分も思いました。少し自分勝手な

援助をしてしまったのかもしれないと思うと、反省しなければいけない点だと感じました。それと

同時に、それが今後の課題にもなってくるため、仲間からもらった言葉を忘れず、次の実習にも取

り組みたいです。他に、仲間からのコメントを読み、感じたこととして、みんなとても肯定的に自

分のエピソードを捉えてくれ、そんなに褒められる程のこととは思わなかったため、驚いたのもあ

りますが、素直に嬉しく、これからの自信につなげていけたらいいなと思いました。
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　次の記述でも、具体的に反省をどう進めるかについて意識を強めている。

「すばらしい」でなかった項目のエピソードで、どうしたら「すばらしい」に出来るのかも反省とし

て意見をまとめるべきであると思った。（後略）

　《視点》では、次に示すように【Ｒ２】とは違った記述も見られた。２つの記述には、コメントされる
体験によって、勝手な思い込みや無意識の決めつけに気づくことができ、視点の広がりにつながっている。

共起ネットワークの一覧表
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頻出語の一覧表

①仲間の事例を読み、コメントしてみて ②仲間からのコメントを読んでみて

シ
ー
ト
１
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保
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専
門
性
」

【表３．Ｃ１】 【表６．Ｒ１】

シ
ー
ト
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の
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【表４．Ｃ２】 【表７．Ｒ２】
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シ
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ト
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【表５．Ｃ３】 【表８．Ｒ３】

No.77の方のコメントを読んで、「子どもにしか分からない楽しさ」だと私が勝手に思っていたこと

も、実際にやってみると楽しい、ということがあるのだということに気が付き、初めから決めつけ

ずにまずやってみることを大切にしたいと思いました。また、No.72の方のコメントを読み、何か

疑問を持つことでそれを理解しようとし、学びが深まるのだと気が付きました。これからも「何で？」

「どうして？」と考えながら子どもたちの様子を見るようにしたいです。また、No.82の方のコメン

トから、子どもを様々な視点から見て、気持ちを捉えようとすることは大切だと思ったので心がけ

たいです。

遊びの理解のエピソードについてNo.2さんの意見を読んで、そのような視点があるのかと驚きまし

た。他の意見を聞くことで、自分で無意識に決めつけていた考えが広がり、また自分の保育につい

て考え続ける原動力になっていくと思いました。（後略）

　《楽しい》では、次の２つの記述にあるように、コメントされた内容（子どもが感じた楽しさ）を深く
掘り下げるものとなっている。似たような経験をした人からのコメントだからこそ、感じたことの細部を
さらに焦点化して探求することにつながるのであろう。また、２つ目の記述のように、探求を誘うコメン
トがコーチングによる言葉のように作用しており、内省促進がなされている。

仲間からのコメントを読んで、肯定的なものが多く自信になった。コメント①は似たような経験を

した人からのもので、その経験から感じたことや、私の事例を読んで考察したものが書かれており、

理解が広がった。その遊びの楽しさは一緒に遊ぶことで感じられたが、何故、どのように面白いと

その子が感じていたのかということを想像し考察することが十分ではなかったと気づいた。今後は
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子どもと関わりながら遊びの魅力を捉え、さらにどのようなことに心を動かされているのか、自分

が感じた楽しさとその子の感じた楽しさは一緒なのかということ等を様々な視点から想像し、子ど

もの理解を深めていけるようにしたいと思った。

砂型を砂で隠して見えないようにして探していたというエピソードに対し、その行動のどこに楽し

さを感じていたのかを考えると良いのではないかという意見をもらって、もっと子どもの気持ちを

考えながら実習していきたいと感じました。感触だけでなく砂型を隠してなくなることや探して見

つけた時の嬉しさ、達成感も魅力なのではないかというコメントを見て、確かにそうだなと思いま

した。どうしてこの遊びをしているのか様々な視点から気付き、理解することで学びが深まると思

うというアドバイスをもらったので様々な視点で見ることを心掛けていきたいと思いました。

　最後に《次》に関して、【R１〜３】や【C１、３】に共通して出現しており、「次の実習では」、「次か
らは〜しよう」、「次の実習の目標ができた」、「次に生かそう」など、自己指示に関する記述が見られた。

４．まとめ 

　以上、シート毎にコメントする体験とコメントされる体験から、どのような学びが生起するのかを見て
きた。今回はデータ分析のみなので確定に至らないが、まとめると表９のようになる。今後の課題として
は、コメントする・される体験による学び（事後の振り返り）の特性について検討していきたい。

表９．コメントする・される体験によって得られるもの

コメントする体験によって得られるもの コメントされる体験によって得られるもの

つなげて考える力が働く
刺激を受ける・触発される
経験を再認識する
安心感が生まれる
自己指示が生まれる
読み取る力が働く

多様な視点へ意識が働く
内省の手がかりが得られる
経験を再認識する
承認と自信が生まれる
自己指示が生まれる
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